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災
害
が
発
生
し
や
す
い
場
所
の
確
認
や
、
発

生
し
た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
５
月
17
日
、
市
消
防
本
部

で
会
議
を
開
催
し
、
地
域
防
災
計
画
と
水
防

計
画
の
一
部
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
計
画
で
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た

の
は
、
災
害
発
生
時
の
医
療
救
護
活
動
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
緊
急
集
中
救
護
所
の
財
団

立
柳
川
病
院
（
筑
紫
町
）
に
災
害
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
人
を
配
置
す
る
こ
と
で

す
。
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
災

害
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
け
が
人
が
発
生
し

た
と
き
、
必
要
な
治
療
が
素
早
く
的
確
に
で

き
る
よ
う
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

水
防
計
画
で
は
、
津
波
へ
の
対
応
を
明
記
。

消
防
団
が
水
防
活
動
に
従
事
す
る
と
き
の
安

全
配
慮
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
を
流
れ
る
河
川
や
海
岸

な
ど
で
、
大
雨
が
降
っ
た
り
台
風
が
接
近
し

た
り
し
た
と
き
に
、
堤
防
か
ら
水
が
あ
ふ
れ

た
り
、
決
壊
し
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
38

か
所
を
重
要
水
防
箇か

所
と
し
て
指
定
。
場
所

ご
と
に
予
測
さ
れ
る
被
害
と
、
そ
れ
に
対
す

る
処
置
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
を
市
内
全
域
に
設

置
し
た
こ
と
を
報
告
。
こ
れ
は
市
内
19
の
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
に
な
り
、
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

の
要
援
護
者
の
避
難
を
、
地
域
ぐ
る
み
で
支

え
あ
う
仕
組
み
で
す
。
き
め
の
細
か
い
支
援

体
制
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

身近な災害
風水害に備えよう

　

自
然
災
害
の
発
生
を
完
全
に
予
測
す
る
こ
と
は
、
科
学
技
術
が
進
歩
し
た
現
在
で
も
、
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
す
。
自
然
災
害
は
、
広
い
範
囲
に
重
大
な
被
害
を
同
時
に
発
生
さ
せ
ま
す
。

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
犠
牲
者
と
行
方
不
明
者
の
合
計
は
２
万
人
を
超

え
ま
し
た
。
ま
た
９
月
に
は
、
台
風
12
号
が
四
国
と
紀
伊
半
島
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
豪
雨
を

も
た
ら
し
、
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先
月
茨
城
県
つ
く
ば
市
を
中

心
に
発
生
し
た
竜
巻
に
よ
る
被
害
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
地
域
で
も
、
間
も
な
く
大
雨
や
台
風
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
数
年
、

大
き
な
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
こ
と
わ
ざ
に
も
あ
る
よ

う
に
、
災
害
に
備
え
て
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

大雨で水路から水があふれ出し、道路が冠水した番所地区（平成 21 年 7 月 25 日撮影）

【上】5 月 17 日に市消防

本部で開催された柳川市防

災会議と水防協議会の合同

会議

【左】市障害者協議会が作

成した防災ハンドブック。

防災情報が届きにくい高齢

者や障害者向けに、災害に

備えて準備しておきたいこ

とや、避難所や避難方法な

どの情報が掲載されている

　

市
は
筑
後
川
と
矢
部
川
に
挟
ま
れ
、
市
内

を
沖
端
川
や
塩
塚
川
な
ど
の
中
小
河
川
が
流

れ
て
い
ま
す
。
標
高
は
０
ｍ
か
ら
6.8
ｍ
と
平

坦
な
土
地
柄
に
あ
る
た
め
、
陸
地
の
水
は
有

明
海
が
干
潮
に
な
ら
な
い
と
排
水
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
排
水
能
力
を
超
え
る
雨
が

降
り
続
く
と
、
排
水
で
き
な
く
な
っ
た
水
が

水
路
か
ら
あ
ふ
れ
出
し
、
水
害
が
発
生
し
ま

す
。
市
は
、
梅
雨
や
台
風
の
集
中
豪
雨
で
、

水
害
が
た
び
た
び
発
生
し
、
家
屋
の
浸
水
や

田
畑
の
冠
水
な
ど
の
被
害
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　

過
去
に
は
昭
和
28
年
６
月
の
集
中
豪
雨

で
、
筑
後
川
と
矢
部
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、

福
岡
県
と
佐
賀
県
で
大
規
模
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
昭
和
47
年
７
月
に
は
、
三
橋
町

百
町
地
区
で
沖
端
川
左
岸
の
堤
防
が
決
壊
。

平
成
２
年
７
月
に
も
沖
端
川
の
両
岸
で
堤
防

か
ら
水
が
あ
ふ
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、
漏
水

が
起
き
た
り
し
て
、
自
衛
隊
に
出
動
要
請
を

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
河
川
堤
防
の
改
修
や
堰せ
き

な
ど
の
防

災
施
設
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
大
き
な

水
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
平

成
21
年
の
７
月
24
日
か
ら
26
日
に
は
、
年
間

の
降
水
量
の
４
分
の
１
に
あ
た
る
４
４
１
㎜

の
豪
雨
を
記
録
。
こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
市
内

の
広
い
範
囲
で
田
畑
の
冠
水
が
発
生
し
た
ほ

か
、
床
上
浸
水
５
戸
、
床
下
浸
水
２
６
７
戸

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

気
象
台
の
観
測
で
は
、
近
年
、
６
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
の
梅
雨
期
に
、
１
日
１
０
０

㎜
を
超
え
る
雨
が
降
る
回
数
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
短
時
間
に
猛

烈
な
雨
が
降
る
こ
と
で
、
水
害
の
心
配
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
毎
年
梅
雨
期
を
前
に
、
柳
川
市
防

災
会
議
と
水
防
協
議
会
を
合
同
で
開
催
し
、

 Ａ
 Ｂ
 Ｃ

重要度

予想される事態

堤防からの溢
いっすい

水
堤防からの漏水
堤防からの溢水・漏水
堤防の決壊・溢水
堤防の決壊・漏水
堤防の決壊
堤防の越波・破堤・漏水

筑

後

川

矢
部

川

沖

端

川

塩
塚

川

花宗
川

有 明 海 

大川市

大木町

筑後市

みやま市
柳川市

市内の重要水防箇所

風水害に備えよう

間
も
な
く
梅
雨
入
り

水
害
に
最
大
限
の
注
意
を

市
は
対
策
会
議
を
毎
年
開
催

自
主
防
災
組
織
の
設
置
も
報
告

溢水…堤防から水があふれること
漏水…堤防から水がしみ出すこと
決壊…堤防が壊れること
越波…波が堤防を越えること
破堤…波で堤防が壊れること
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■
大
雨
や
台
風
が
近
づ
い
た
と
き
は

▼
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
気
象
情
報
や
台
風
の
進
路
予
測
を
入
手

し
、
市
の
防
災
関
係
の
広
報
に
注
意
す
る
。

▼
外
出
先
か
ら
早
く
帰
宅
し
、
家
族
全
員
と

連
絡
を
取
り
合
い
、
非
常
時
に
備
え
る
。

▼
停
電
や
電
話
線
の
切
断
に
備
え
、
懐
中
電

灯
や
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
を
用
意
し
、
携

帯
電
話
を
充
電
し
て
お
く
。

▼
貴
重
品
や
非
常
持
ち
出
し
品
を
、
す
ぐ
に

持
ち
出
し
で
き
る
場
所
に
準
備
し
て
お
く
。

▼
海
に
近
い
地
域
の
河
川
の
水
位
は
、
潮
の

干
満
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。
潮
位
の
情

報
に
も
注
意
す
る
。
ま
た
高
潮
警
報
が
発
表

さ
れ
た
と
き
は
、
堤
防
を
越
え
た
高
潮
に
よ

る
浸
水
に
注
意
す
る
。

　

自
然
災
害
は
同
時
に
広
い
範
囲
で
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
す
。
災
害
の
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
命
を
守

る
「
自
助
」
が
大
切
で
す
。
危
険
を
感
じ
た

ら
風
雨
が
強
く
な
る
前
に
、
自
主
的
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
自
力
で
避
難

で
き
な
い
人
た
ち
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す

る
「
共
助
」
の
体
制
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
、
い

ざ
と
い
う
と
き
は
避
難
を
手
伝
え
る
人
の
輪

や
地
域
の
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
安
全
安
心
課
防
災
安

全
係
（
☎
77
・
８
１
５
３
）
ま
で
。

　

大
雨
や
台
風
は
気
象
予
報
技
術
の
進
歩

で
、
雨
の
降
り
方
や
進
路
の
予
測
が
、
あ
る

程
度
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
の

自
然
災
害
よ
り
は
、
準
備
の
時
間
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
雨
が
降
り
だ
し
た
り
、

風
が
強
く
な
っ
た
り
し
て
準
備
を
す
る
の
は

危
険
で
す
。
雨
で
足
を
取
ら
れ
た
り
、
強
風

に
あ
お
ら
れ
て
倒
れ
た
り
す
る
事
故
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
準
備
で
き
る
こ

と
は
し
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
き
た
い
こ
と

▼
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
避
難
す
る
場
所

や
連
絡
方
法
を
家
族
で
話
し
合
う
。

▼
避
難
場
所
ま
で
の
安
全
な
経
路
を
決
め
て

お
く
。
洪
水
に
な
る
と
道
路
と
水
路
の
境
が

分
か
ら
な
く
な
る
た
め
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

整
備
さ
れ
て
い
る
道
を
選
ぶ
。

▼
台
風
の
と
き
の
飛
来
物
か
ら
窓
を
守
る
た

め
、
雨
戸
が
あ
る
家
は
開
け
閉
め
で
き
る
か

確
認
す
る
。
雨
戸
が
な
い
窓
は
フ
ィ
ル
ム
を

貼
っ
て
割
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

▼
壁
に
亀
裂
や
壁
板
の
浮
き
が
な
い
か
、
瓦

が
割
れ
て
い
な
い
か
な
ど
を
点
検
し
補
強
す

る
。
ま
た
雨
ど
い
や
排
水
溝
を
掃
除
し
雨
水

の
逃
げ
場
を
確
保
す
る
。

▼
飲
料
水
や
保
存
食
、
下
着
、
衣
料
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど

災
害
に
備
え
て
、
家
族
が
３
日
間
生
活
で
き

る
よ
う
品
物
を
備
蓄
し
て
お
く
。

■地区避難所（第 1 次避難所）
1 柳川市民会館（坂本町 29-2、☎ 72・5168）　

2 柳河ふれあいセンター（新町 5-2、☎ 72・5478）

3 城内コミュニティ防災センター（本町 53-1、☎ 73・9556）

4 矢留うぶすな館（矢留本町 150、☎ 73・8398）

5 柳川農村環境改善センター（下宮永町 132-1、☎ 73・6793）

6 有明まほろばセンター（有明町 1490、☎ 73・6792）

7 就業改善センター（久々原 126-3、☎ 73・6790）

8 蒲池農村環境改善センター（矢加部 251-3、☎ 73・6791）

9 大和公民館（栄 231・232、☎ 76・1111）

� 三橋公民館（正行 431-2、☎ 73・4489）

■福祉避難所
1 水の郷（上宮永町 6-3、☎ 75・6200）　

2 まほろばやまと（栄 234、☎ 76・4833）

3 サンブリッジ（正行 476、☎ 73・6955）

避難するときに

注意すること
●無理をしない。冠水している場所を歩いて避難

できる水深は、男性で 70 ㎝、女性で 50 ㎝が限界。

水深が腰まである場合は、建物の 2 階など高い場

所で救助を待つ。

●服装は動きやすく、保温性と防水性があるもの

を選ぶ。

●靴はひもで絞められる運動靴をはく。長靴は水

が入り歩きにくくなり、はだしやサンダルはけが

をしやすい。

●冠水しているところでは、道路と堀岸の境目が

わかりにくくなっているので、先頭の人が長い棒

を杖がわりにして、安全を確認しながら歩く。

●高齢者や体の不自由な人は背負うなどして一緒

に避難する。子どもと避難するときは、はぐれな

いようにお互いの体をロープで結んでおく。

●火の始末と戸締りを確実にしておく。

●隣近所の人たちと協力して避難する。

最寄りの避難所を
ご存知ですか？

　市が設置する避難所には、台風や大雨の被害が心
配されるときに開く地区避難所（第 1 次避難所）や
大規模な災害が発生したときや予測されるときに小
中学校に開く指定避難所（第 2 次避難所）、高齢者
や障害者など要援護者向けの福祉避難所があります。
台風や大雨で身の危険を感じたら、まず地区避難所
に避難しましょう。

1　地区避難所（第 1 次避難所）
●　指定避難所（第 2 次避難所）
1　福祉避難所

防災情報を手に入れよう！

●防災メールまもるくん
　自分が知りたい場所の、地震や津波、台風、大雨な

どの防災情報や避難情報が携帯電話にメールで届きま

す。登録は無料で、情報を届けてほ

しい場所や内容を選ぶこともできま

す。右のＱＲコードを携帯電話のカ

メラで読み取ってアクセスしてくだ

さい。

　問い合わせは、福岡県総務部防災危機管理局防災企

画課（☎ 092・643・3114）まで。

●河川情報アラームメール
　九州管内の一級河川 20 水系に配置されている、雨

量観測所 1174 か所と水位観測所 758 か所で観測され

る情報が、携帯電話にメールで届きます。情報を知り

たい場所の選択や、水位の基準値も

簡単に設定することができます。登

録は無料です。右のＱＲコードを携

帯電話のカメラで読み取ってアクセ

スし、空メールを送信してください。

　問い合わせは、国土交通省九州整備局水災害予報セ

ンター（☎ 092・476・3527）まで。

●災害情報発信システム
　市内で発生する火災や災害の情報

が携帯電話にメールで届きます。登

録は無料です。右のＱＲコードを携

帯電話のカメラで読み取ってアクセ

スし、空メールを送信してください。

　問い合わせは、市消防本部（☎ 74・0119）まで。

風水害に備えよう

日
ご
ろ
か
ら
声
を
掛
け
合
い

共
助
の
体
制
づ
く
り
を

早
め
の
準
備
と
正
確
な
情
報
が

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

※避難所を開設するときは、市
の広報車などでお知らせします。


